
糸魚川ジオパークカレッジでは下記のコンクルーへの参加を支援します。

　 Green　Blue　Education　Forumコンクールは、 

　 　 「体験」を通じて五感で学び「守り残したい未来、創りたい未来」 
　 　 　 について考え、発表するためのプレゼン動画コンクールです。 
　 　 　 　詳細は左の２次元バーコードから、または https://gb-ef.orgs参照。 
 

このコンクールの応募は 
　 U-12（小学生）、U-15（中学生）、U-18（高校生）、U-25（大学・専門学生）
　   　の各年代別に 個人か、チーム(5名まで）で応募できます。 
応募方法は 
　 個人か、チーム(5名まで）でテーマに取り組み 3分までの動画を作り、LINE、Dropbox、 
　 YouTube限定公開の３つの方法から選んでアップロードし、ＧＢＥＦコンクールの 
　 エントリーフォームに記入・送信してください。応募は無料です。 

テーマは 
「守り残したい環境、創りたい未来」 
　 3分以内の動画（自己紹介含む）で、下記いずれかの体験を通じての発見や気づきを 
　 反映していることが前提となります。 
　 　 　・ 認定「体験の機会の場」での体験 
　 　 　・ オープンスクール(行政・団体主催)への参加 
　 　 　 　・ その他学校の授業・部活動や地域などでの課外活動  
　 概ね 1年以内の体験活動とします。学校等で継続している活動でもOK！ 
　 動画の形式・クオリティなどは問いません。スマホの自撮り動画でも可能です。 
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

　 　 　 糸魚川ジオパークカレッジでは 
　　　　上記コンクルーへの参加を支援します。 
　　　　支援を希望される方は、左の２次元コードのフォームに 
　　　　記入してください。費用は無料です。 
　　　
　　　　初回の会合は７月２３日（土）に糸魚川地区公民館にて

　　　　　　　　　　　　行います。　小学生は午前９時３０分から、中学生は
　　　　　　　　　　　　午前１０時１５分から、高校生は午前１１時からです。
　　　　　　　　　　　　奮ってご参加ください。



小中高校生の新たな学び支援
糸魚川発『ジオパーク学』のススメ・ＧＢＥＦコンクール参加募集

・ごあいさつ
糸魚川の学生さん、こんにちは。
私たちは糸魚川ジオパークカレッジのメンバーです。

糸魚川ジオパークカレッジとは、糸魚川地域全体の自然環境資源や文化環境資源を題材に、
行政・住民・団体・東京糸魚川会、東京大学OB・ＯＧらで一丸となり、地域環境の保護と活用に関する　
学習や研究を行う団体で、今年１１年目を迎えました。（東京大学庭師倶楽部で検索）
　当団体では、糸魚川市の委託事業として糸魚川の環境資源調査の結果、地域全体を学習キャンバス
と考え、そこに携わる人材のポテンシャルを発掘し、将来の市内大学構想を目指して活動を続けており、
将来の研究者育成の一端となれば幸いと考え、今回、ギムナジューム（ヨーロッパにおける大学生や
社会人になる前の人材に対する学術構築のシステム）の発想から糸魚川地域の学生さんらに期間限定
で研究者入門の第一歩として御参加をお待ちしております。

・「ＧＢＥＦコンクール」について
詳しくは別に記しておりますが、今回の活動概要を要約すれば、
小中高校生１～５人のグループで地域全般（自然や文化）について、
若い感性で自由に興味の対象を選び、研究を行い、「自分たちの未来を考え、

　　　　　　動画で発表する」形で計画しています。

就きましては、学習へのアプローチから完成までの過程を専門分野の大人がサポートします。

・「ジオパーク学」とは
糸魚川発祥の学問として、東京大学の造園学（環境・観光・自然・都市計画・地域計画学等を
含む）における人と自然の関わりをベースに、その先にある自然力との共存共栄を求め、理系

（算数・理科）・文系（国語・社会）等、すべての学問領域の垣根を取り外し、大地・生態系・人文を融合させ
た新領域創生学として、現在糸魚川ジオパークカレッジ内で構築し始めた学問体系の名称です。

皆様の御参加をお待ちしています。　2022年 7月 7日

東京大学庭師倶楽部　農学博士・宮　江介
糸魚川ジオパークカレッジ　代表担当・平野　悟

問い合わせは　090−7231−1652　平野携帯へ

申し込みは右の２次元バーコードからお願いします。


